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≪化学系≫
職務経歴書
氏名 ○○　○○ 

－職務要約－

※１

－職務経歴詳細－　※２
■○○化学株式会社　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　19xx年4月～19xx年8月

事業内容：化学製品の製造　　資本金：○○億円　従業員：200 名　本社：△△市

19xx年4月　入社研修後、家電事業部神奈川営業所配属

◆○○化成株式会社 出向　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　19xx 年 9 月～現在

事業内容：化学製品の製造　資本金：○○億円　従業員：87名　本社：△△市 

19xx 年 9 月　技術部配属　主に下記の業務に従事し現在に至る 

・高分子材料特にポリエチレンにおける特性・物性、分析測定、評価 

・特に住宅の断熱材分野において生産条件の確立、設備メンテナンス 

－業務経歴詳細－
	期間
	担当区分
	担当業務

	19xx 年 9 月 

～19xx 年 8月 
	フロン切替業務
	●発泡剤切替(HFC11→HCFC141b)プロジェクト 

原料配合、分析、性能評価、切替ユーザーフォロー

※３

	19xx 年 9 月
～19xx 年 2月 
	建材メーカー顧客設備 

導入、立上げフォロー
	●建材メーカー設備導入プロジェクト 

顧客要求に沿った原料開発、生産条件の確立、生産工程フォロー、設備担当部署フォロー、

	19xx 年 3 月 

～19xx 年 6月
	住宅用断熱パネル生産 

条件確立
	●高性能グラスウール/エチレン複合断熱パネル開発プロジェクト 
・原料開発、生産方法の提案、生産条件確立 

●オールエチレン化断熱パネルプロジェクト 

・原料開発及び生産方法、駆体の提案、立ち上げ 

・設備移設に伴う生産条件の再確認、実施フォロー 

	19xx 年 7 月 

～19xx 年 3月
	エチレンメーカーフォ 

ロー 
	●住宅用建材、断熱パメルメーカーにおける不具合解析 

物性、分析による原因追求

	20xx 年 4 月 

～20xx 年 8月
	社内VA及び素原料評 

価、生産の基礎条件確 

立検討
	・メイン素原料 VA 品評価、選定及び処方切替 

・各紹介素原料の評価、選定 

・住宅用高性能断熱パネルの最適生産条件の検討、顧客（建材メーカー）への提案 

・水処方の確立 

	20xx 年 9 月 

～現在
	フロン対策プロジェク 

ト
	・HCFC141b→時期フロン(HFC)切替に伴う、基礎検討及び各発泡剤の諸特性、コストの調査、仕様等の選定、情報収集


■習得技術 

・高分子材料、特にポリエチレンにおける原料配合、開発技術 

・特に高性能住宅用断熱パネルでは最先端の製品開発プロジェクトに従事 

・各顧客に合わせた生産条件の確立及び材料、生産条件の提案 

・不具合品の原因追求及び対策提案 

※４
■取得資格 

・危険物甲種(19xx 年) 

・有機溶剤作業主任者(19xx 年) 

・環境計量士(19xx 年) 

 ■自己 PR 

学生時代より、各種高分子(特にポリエチレン)の特性、物性、分析を行ってきました。その知識を活か 

した高分子材料の物性評価、構造設計が可能です。また、顧客のニーズをヒアリングした上での材料開発、生産条件等の確立、提案を行ってきました。新しいフィールドでは、さらなる自己研鑽に励み、より顧客に密着した製品設計を行っていきたいと考えています。

※５

以　上 

※１　職務略歴は簡単に５～７行を目安に書くことをお勧めします。職務経歴が少なく書かなくとも分かりそうな場合は省略してＯＫ。職務略歴は詳細の説明を始める前に読む人に心の準備をさせるとともにぼんやりとした自分のイメージを持ってもらうという目的があります。ここでうまくイメージを待たせることができれば、次からの詳細説明の内容が伝わりやすくなります。

※２　会社の概要はできるだけ記載しましょう。会社の規模や、業界、事業内容は仕事のレベルを図るバロメーターとして使われたりします。また、たとえ小さな会社であっても、書くことで、同様の会社からは親近感を持たれ、大企業からは小回りが利きそうなマルチスキルな人材として期待されます。

※３　あなたの携わった業務内容の詳細を記載します。箇条書きにしてわかりやすく表示しましょう。また、そこから目立った実績が出たのであれば、簡単に表現できる数値的なものは表の中に、文章で詳細を伝えたいものは表の外に「主な実績」という項目を作って記載すると読みやすいです。また、リーダークラスになってきたらマネジメント経験も記載しましょう。

※４　習得技術をまとめて記載すると読み手に対して親切です。また、経歴詳細の欄では書ききれなかった項目もここで記載できます。

※５　自己ＰＲは具体的な実績をもとに自分の強みを客観的に表現し、次なる企業へ貢献していくことの想いを伝えるような内容（「○○の分野で御社の発展に貢献できる」等）にすることがベストです。
